
























1.はじめに 

 昭和56年度においては,昭和53年2月より昭和54年 1月までの一年間,宮城県で出生し

た22,967例のうち,月経周期が28～33日の月経正順な母より出生した19,509例について,

妊娠週数と出生体重の関係について調べ妊娠週別出生体重曲線を作成した。それと同時に,

早期新生児死亡についても調査し,早期新生児死亡率曲線も作製した。しかし,症例数が少

なく,また死産と届出してある症例の中に早期新生児死亡が含まれている可能性が多く,本

年度は,2 年間の早期新生児死亡・新生児死亡・乳児死亡を調査し,これらの妊娠週別出生

体重との関係について研究し,各々の死亡率曲線を作製した。 


